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高齢者福祉展開に向けた地域施設の有する多機能性に関する研究

 正会員	 ○	黒木　宏一 *
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

																																																																														　	 　

■はじめに

　「2025 年問題」が叫ばれて久しい今日、高齢者の暮らし

を支える施設環境を整備することはもとより、高齢者施設

の量的な整備だけでなく、高齢者個々が持つ自律的な暮ら

しを支える補完的な福祉環境整備を検討することも、重要

な課題である。

　本研究は、地域施設が高齢者の暮らしを支える補完的機

能を有するかを検証することを目的とし、高齢者の利用実

態、具体的な過ごし方を捉えつつ、各施設の特性を明らか

にし、高齢者福祉を補完する機能性について検証する。

■調査概要（表１）

　高齢者の日常的な暮らしに密着した地域施設という観

点から、「日帰り温泉施設」、「図書館」、「公民館・コミュ

ニティセンター（以下、コミセン）」の３施設を選定、新

潟県、熊本県の２県を対象に、施設の概要、利用者の

世代や利用状況を把握するアンケート調査を実施した

（２０１５年４〜５月）。調査概要は表１に示す。

■日帰り温泉施設における利用特性（図１〜３）

①世代別の利用状況：図 1 は、日帰り温泉施設における

世代別・属性別の利用状況である。世代別では、小学生〜

高校生の利用は、平日、休日、盆・正月（長期休み）にお

いて利用はほとんど見られない。２０〜５０代の若年から

壮年世代の利用では、平日よりは、むしろ休日、長期休み

での利用が顕著で、長期休みでは全体の５割、子供連れ

も２割である。高齢者世代では、逆に平日の利用が多く、

全体で７割強を占める。高齢者世代の利用を属性別にみる

と、平日では単身高齢者（28%）、高齢者夫婦（26%）の

順に高い。長期休みでは、単身、夫婦の利用が減少し、逆

に孫連れの割合が高くなる傾向にある。

②常連客にみる利用：図２は、週１回以上の利用者属性を

示したものである。全体的傾向は、高齢者の単身利用（７５

件）、高齢者夫婦の利用（６６件）、２０〜５０代の単身で

の利用（５２件）の順に多い。特に、高齢者単身利用では、

自宅入浴の代わりに毎日利用する、日々の日課としての利

用も見られる。

③高齢者の利用特性：図３は、高齢者の利用や過ごし方

に関する自由記述を類型化し、カウントしたものである。

地域の知人・友人とのふれあいの場としての利用が３４件

と最も多く、銭湯的な日常利用（１２件）、孫などと一緒

に訪れる（１２件）の利用が見られる。また、食べ物を持

ち寄っての利用（寄り合いの場としての利用）、長時間滞

在の利用も見られる。

　日帰り温泉施設では、平日の単身高齢者の利用の多さと
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表１. アンケートの配布・回収状況
対象エリア対象施設
熊本県
新潟県
合計

日帰り温泉施設
回収数／配布数 回収率
31／ 128
66 ／ 132
97／ 260

24%
50%
37%

熊本県
新潟県
合計

図書館 27／ 48
59／ 89
86／ 137

56%
66%
63%

熊本県
新潟県
合計

公民館・コミセン 24／ 64
96／ 155
120／ 219

38%
62%
52%

図１. 世代別・属性別利用状況（日帰り温泉）
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図２. 週一回以上利用者の属性（日帰り温泉）
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図３. 高齢者の利用の特徴（日帰り温泉）
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※高齢者の利用に関する自由記述から内容を抽出、カウントしたもの
「寄り合の場」：弁当やおかずなどを持ち寄って食べるといった利用

相まって、「日常的な通いの場」としての機能を有してい

る。加えて、平日、休日、長期休みと、利用の世代が変化し、

「多様な世代と気軽に触れ合える場」となっている。
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■図書館における利用特性（図４〜５）

①年代別にみる利用状況：図４は、年間の世代別利用割合、

利用頻度、滞在時間の傾向を示したものである。１０代や

２０〜３０代では、他の世代と比べると利用頻度が低い。

４０〜５０代では、２１〜４０％の利用が７割強を占め

る。６０代では、４１〜６０％の利用が２割程度で、他

の世代と比べて最も高い。週一回以上の利用がある世代

は、１０代〜５０代では、ほぼ同じ割合で４割程であるが、

６０代以上では、９割を占める。滞在時間の長い利用も、

６０代が顕著である。高齢者の利用は、年間を通じた利用

の多さ、日常的利用、滞在の長さといった特徴がある。

②高齢者の利用内容：高齢者の利用で最も多いのが、新聞・

雑誌の閲覧（６３件）、ついで本の貸し出し（３８件）、調

べ物・学習・研究（２０件）である。新聞・雑誌の閲覧では、

毎日朝刊や夕刊のチェックを行う、調べ物・学習・研究で

は、資格を取るための受験勉強、講座への定期的な参加問

いった利用もある。

　図書館では、毎日の利用、長時間滞在、学びの場として

利用が見られ、「日々の日課の場」・「生涯学習の場」とし

ての機能が確認される。

■公民館・コミセンにおける利用特性（図６〜８）

①団体別の利用状況：図６は、各団体の年間の利用状況を

示したものである。最も利用が多い①では、サークル団体

が８割程度を占め、ついで利用頻度が高い②では、その他

の住民団体が５割を占める。サークル団体、その他の住民

団体の年代別内訳は１０〜５０代では、利用はほとんどみ

られないものの、６０代では６１％以上の年間利用が６割

を占める。その他の団体も同様に、６０代の高齢者の高い

利用傾向を示す。

②活動別・世代別の利用状況：講演会・集会、講座・学習、

サークル・同好会の３つの項目で、どの年代の参加・利用

が多いかを示したものが図７である。どの項目も、１０〜

３０代では、ほとんど利用がみられない。４０〜５０代で

は、講演会・集会での利用が６１％以上で４割強、その他

の項目もそれぞれ３割程度を示す。６０代以上では、どの

項目も高い参加・利用を示し、特にサークル・同好会での

利用が顕著で、６１〜８０％が７割程度、８１〜１００％

で３割を占めている。

③定期的な活動と世代の内訳：週一回、月数回、年数回と、

定期的に利用している年代と、その内容をカウントしたも

のが図８である。世代別では、６０代以上の利用が１０９

件、ついで１０代から高齢者まで、多世代のグループの利

用が３９件、４０〜５０代での利用が３０件である。６０

代では、サークル・同好会での利用がもっとも多く６５件、

ついで講座・学習・教室が３５件であり、サークル活動、

講座・学習といった学びの活動が顕著である。

　公民館・コミセンでは、高齢者のサークル・同好会の活

動、定期的な利用、講座・学習の場としての利用など、「高

齢者同士の活動の場」、「学びの場」として機能している。

■まとめ

　地域施設は、既存機能だけでなく、高齢者の暮らしを

支える福祉的視点からの機能も有する。これらの機能は、

自立した高齢者の暮らしを支え、かつ豊潤化させる可能性

を有し、地域施設の福祉展開が、これからの高齢者福祉を

考える上で重要な切り札の一つとなりえる。
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図４. 年代別の利用状況（図書館）

図５. 高齢者の利用内容（図書館）

新聞・雑誌の閲覧

読書

本を借りる

講習会参加

0 10 20 30 40 50 60 70（件）

家族と一緒に滞在

調べ物・学習・研究

インターネット等利用

<2>

<20>

<9>

<8>

<38>

<18>

<63>

図６. 団体別の利用状況（公民館・コミセン）
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◯の中の数字は、利用の多い順位を示す。 上記のパーセンテージは、各施設における利用団体の年代の割合を示し、グラフはそれらを合計したもの。
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10 20～30 40～50 60～（代）
0

20

40

60

80

100
(%)

10 20～30 40～50 60～（代）
0

20

40

60

80

100
(%)

10 20～30 40～50 60～（代）
0

20

40

60

80

100
(%)

図８. 定期的な活動と世代の内訳（公民館・コミセン）

図７. 活動別にみる参加者年代の内訳（公民館・コミセン）
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